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表 序-3 アメリカの教科体育のナショナルスタンダードにおける人間形成の具体例 
（学級レベル 1-5） 
 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 序-4 アメリカの教科体育のナショナルスタンダードにおける人間形成の具体例 
（学級レベル 6-8） 
 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 序-5 ニュージーランドの教科体育のナショナルカリキュラムにおける      
人間形成の具体例† 
 
†ニュージーランドの学習レベルの設定に関して，レベル 1-8 は，第 1-13 学年を対応する．1 つのレベルには，1 つ
の学年を対応することではなく，3 つから 5 つの学年に相当し，そして，1 つの学年では，3 つのレベルが同時に並べ
る状況もある（Ministry of Education，2007）． 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 3 節 先行研究の検討 










第 1 項 中国の教科体育の歴史的変遷に関する概略的研究 
 まず，中国の教科体育の歴史的変遷に関する概略的研究について確認しておきたい． 
 国家スポーツ運動委員会主任の伍紹祖が編集した『中華人民共和国体育史』（伍編，1999）

























（李ほか編，2000）では，1949 年に中国が建国してから 1999 年までの時期が社会背景の
変化に依拠しながら，4 つに区分されている． 
そこでは，第 1 段階の 1949 年 10 月-1956 年 8 月の期間，第 2 段階の 1956 年 9 月-1966
年 4 月の期間および，第 3 段階の 1966 年 5 月-1976 年 9 月の期間において，教科体育のナ
ショナルカリキュラムにおける目標設定や教育実践の実態に関する記述がなされており，
先述した伍編（1999）による時期区分とほぼ同じである．  
他方で，第 4 段階にあたる 1976 年-1999 年の期間については，李ほか編（2000）がさら
に 3 つの段階に分けている．まず，1976 年 10 月-1982 年 8 月の期間は，体力の向上を中
心としており，教育実践では，アスリートの予備養成の内容が廃止になり，体力の向上を中
心に，運動負荷および練習回数が重視されていたとされている（李ほか編，2000）．次に，
1982 年 9 月-1992 年 9 月の期間は，運動領域の一部が各地の状況によって柔軟に対応可能
なカリキュラムとなっており，「良好な社会道徳」という目標が提起されていた（李ほか編，









 王（2004）は，中国の教科体育の歴史的変遷について検討する中で，1949 年-2003 年を
3 つの時期に分けている．そして，各時期の教科体育のナショナルカリキュラムの内容を考





運動の楽しさも欠けていたことを指摘している（王，2004）．第 2 時期の 1985 年-1999 年
の期間では，人間形成に関する教育実践がまだ十分に展開されていなかった．第 3 時期の







第 2 項 中国の教科体育のナショナルカリキュラムの変容過程に関する研究 
 范・譚（2005）は「改革・開放」注 12）以降の教科体育の目標の変化について検討する中
で，教科体育の目標の特徴の変化をもとにして，4 つの時期区分を設定している．1979 年-


















































































第 4 節 本研究の課題・方法・意義 
 
第 1 項 本研究の課題 
 先行研究の検討の結果，本研究では以下の 3 点を本研究の課題とする．  
本研究の 1 つ目の課題（以下「課題 1」と略す）は，中国が建国してから現在までの教科
体育のナショナルカリキュラム作成・改訂に関する詳細な過程を明らかにする．そのため，





 本研究の 2 つ目の課題（以下「課題 2」と略す）は，本章の第 2 節で設定した人間形成の
視点から，教科体育のナショナルカリキュラムの内容を分析し，人間形成の取り扱い状況や




 本研究の 3 つ目の課題（以下「課題 3」と略す）は，本章の第 2 節で設定した人間形成の
視点から，教科体育の教育実践および，自主的教育実践における人間形成の取り扱い状況を




















































さらに，課題 1 では主に以下の資料を用いて検討を行う． 
・『新中国中小学教材建設史（1949-2000）研究従書・総論巻』（課程教材研究所編，2012） 
  1949 年-2000 年までの時期を対象に，学校教育全体のナショナルカリキュラムの発展
史が記されている．発行元は，課程教材研究所である． 
・『新中国中小学教材建設史（1949-2000）研究従書・体育巻』（課程教材研究所編，2010） 




  2000 年以降の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂事業を担当した義務教
育体育与健康課程標準修訂組によって，ナショナルカリキュラムの解説が記されている． 
・『王占春教育文集』（王，2009） 









  この資料集には，2000 年までの中国の教科体育のナショナルカリキュラムの原文が収
録されている． 
・『義務教育・体育与健康課程標準』（教育部，2011） 

































第 3 項 本研究の意義 













第 5 節 本研究の時期区分・全体的仮説 
本研究では，先行研究のまとめの部分で整理した，教科体育における人間形成の発展過程





は，本章の第 2 節に設定した人間形成の視点に依拠している． 
すなわち，1956 年-70 年代の教科体育は，「共産主義的道徳」の人間形成だけが取り扱わ





仮定されることから，本研究の「曲折期」として位置づける（第 3 章）．最後に，2000 年以
降の教科体育では，「共産主義的道徳」の人間形成が大きく後退し，「市民性教育」の人間形
成が優位になったと仮定されるため，「変革期」として位置づける（第 4 章）． 
 
 




































注 5）2016 年北京市高校入試試験の総得点は 580 点である．その内訳は，国語 120 点，数


























である．「和楽教育」の詳細に関しては，本研究の第 3 章で述べる． 
 













80 年代後半に一連の学生デモ，特に 1989 年に，中国・北京市の大学生を中心に，中央
政府に対する官僚腐敗の批判，民主化の要求，政治改革の呼びかけなどのために，絶食
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 まず，この時期の中国の社会背景および教育動向について整理し（第 1 節），次に，この
時期に用いられていた，1956 年および 1961 年に公布した 2 つのナショナルカリキュラム
の作成・改訂過程を明らかにする（第 2 節）．そして，この 2 つのナショナルカリキュラム
を対象に，人間形成がどのように扱われていたのかについて明らかにし（第 3 節），最後
に，この時期に（文革運動期を除く）教科体育の教育実践では，人間形成がどのように扱わ
れていたのかを明らかにする（第 4 節）．  
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第 1 節 1949 年-1970 年代の社会背景および教育動向 
 
第 1 項 建国初期の中国および文革運動 
 第 1 節では，建国初期および文革運動期の中国の社会背景を述べていく． 
第二次世界大戦終結後の1946年から，中華民国では，共産党と国民党の内戦が始まった．









































第 2 項 学校教育秩序の整備および崩壊 
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† 小学校の学年区分に関して，1951 年から，小学校が 5 年間となり，1953 年から，教育部は小
学校の学年区分を 6 年間とし，さらに，4 年間の初等小学校と 2 年間の高等小学校を分けた
（牛，2012）．現在の中国の小学校では 6 年間と 5 年間の学年区分の両方が存在する． 
（「第 3 章 改革学制，課程，教材与教学方法」（郭，2007，p.98）より作成） 
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第 2 節 1949 年-1970 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程 




カリキュラム（以下「61 大綱（小）・61 大綱（中）」と略す）がある． 
 
第 1 項 56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成過程 








































このような過程を踏まえて，56 大綱（小）・56 大綱（中）は，ほかの教科と同年度の 1956
年に教育部から公布された（課程教材研究所編，2012）． 
 

























第 2 項 61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂過程 

















しかし，61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂は，56 大綱（小）・56 大綱（中）の




ては，各体育大学から武術の専門家も集められていた．以下の表 1-2 は，61 大綱（小）・61
大綱（中）の作成・改訂のメンバーの詳細である． 
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「第 1 は，体育を通して，学習者に共産党主義教育を行う方向性を堅持すべき，祖国の 
ために，社会主義の建設者・保衛者を育てる目標を堅持すべきである．第 2 は，教科体 
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第 3 節 1949 年-1970 年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の内容 











































 続いて，56 大綱（小）・56 大綱（中）の運動領域について確認していく．課程教材研究







































第 2 項 56 大綱（小）・56 大綱（中）と旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムの比
較 









 まず，中国の 56 大綱（小）・56 大綱（中）の内容と旧ソ連の小・中学校の教科体育のナ




いてまとめ，以下の表 1-3，表 1-4 に示した． 
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他方で，学年設置に関して，旧ソ連では小学校が 4（7 歳から 10 歳）学年，中等学校が 3
年であり，中国では，小学校が 6（7 歳から 12 歳）学年，中等学校が 3 年である．また，
内容の違いに関して，両国の運動領域の運動技術の難易度の設定，体力評価基準の設定が異
なっていた注 7）．こうした設定は，上述した 56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成の過程に
おいて，中国の学習者の身体機能の調査結果が参照されていたことと結びついていたと考
えられる． 








第 3 項 61 大綱（小）・61 大綱（中）における人間形成の内容 
本項では，61 大綱（小）・61 大綱（中）における総括目標・下位目標，運動領域の設定，
指導方法の提示を検討する．  
 まず，61 大綱（小）・61 大綱（中）の総括目標および下位目標を確認していく．課程教




ている．また，61 大綱（中）の総括目標の具体的内容は，61 大綱（小）と同様である． 
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続いて， 61 大綱（小）・61 大綱（中）の運動領域について確認していく．61 大綱（小）
には，6 つの学年に関する内容が記されており，体操，陸上，武術，遊戯（ボールゲームを

























 以上のように，61 大綱（小）・61 大綱（中）の目標，運動領域の内容の設定，指導方法
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第 4 節 1949 年-1970 年代の教科体育の教育実践における人間形成に関する指導方法 










61 大綱（中）のガイドブックが，1961 年に教育部から 61 大綱（小）・61 大綱（中）が同
時に公布され，法的な性格を持っていた． 
 
第 1 項 56 大綱（小）・56 大綱（中）のガイドブックにおける指導方法 
 まず，56 大綱（小）の作成メンバーである王宝烈，鄭藩，張希良，王汝唐 4 名が編集し
た『小学体育教学参考書』（王ほか，1957）によれば，教科体育の 1 時間の教育実践の基本
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第 2 項 61 大綱（小）・61 大綱（中）のガイドブックにおける指導方法 
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第 5 節 本章のまとめ 
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第 1 章 注釈 










いて 50 年代は平均 61%であり，60 年代前期は平均 68%であった（「中国教育年鑑」編
集部編，1984，p．1024）．なお，中国が義務教育を施行したのは 1986 年からである． 
 
























注 7）具体的には，走り高跳びを例とした時，旧ソ連の小学校 10 歳の男子に対する高さの
設定は，80cm から 90cm であった．一方で，中国の小学校 10 歳の男子に対する高さの
設定は，65cm であった．また，投擲を例とした時，旧ソ連の 11 歳の男子（中学校 1 年
生）に対するボール投げの距離の設定は，12m であった．中国の小学校 11 歳の男子
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表 2-1 漳州会議の特別招待者の名簿 
 
氏名 所属  
 
氏名 所属 
1 蘇競存 退職，教育部に所属 8 王寿生 北京 101 中学校 
2 胡鈞昇 上海師範学院体育部 9 劉競存 河北師範大学・体育部 
3 季明勳 沈陽師範学院 10 彭傑 武漢体育学院 
4 王宝烈 「新体育」雑誌社 11 梁軍 広東省湛江市教育局 
5 鄭藩 山西省・聞喜中学校 12 曲宗湖 北京体育学院 
6 王汝唐 天津市教育局 13 関槐秀 北京市教師研修学校 
7 滕子敬 北京師範大学・体育部 
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く．具体的な内容を表 2-2に示した．  
 


























































































































さらに，以下では，87 大綱（小）・87 大綱（中）と，78 大綱（小）・78 大綱（中）の
比較検討を通して，80 年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成に関す
る変化を明らかにする．78 大綱（小）・78 大綱（中）を扱う理由に関して，1 つは，78 大
綱（小）・78 大綱（中）は，87 大綱（小）・87 大綱（中）の実施以前までの教科体育の
長期の発展の結果であると考えられるからである．もう 1 つは，本論の第 2 節における 78
大綱（小）・78 大綱（中）の改訂過程の考察および表 2-1 で示したように，78 大綱（小）・
78 大綱（中）が，61 大綱（小）・61 大綱（中）と比べて，改訂はほとんど行われなかっ
たからである．したがって，78 大綱（小）・78 大綱（中）は文革運動以前の教科体育のナ
ショナルカリキュラムを代表するものに該当すると考えられる． 











は，必修と選択必修の 2 つが設定されていた注 7）（課程教材研究所編，2001）． 
 









































































  「体育の基礎知識・基本技術・基本技能の目標： 
  日常生活および身体を鍛えることに関する簡単な運動技術・基本技能を学ぶ．合理的
に身体を鍛える方法，運動のレクリエーションの方法を理解する． 

















   個性を発展させ，意志を鍛え，勇敢・逞しい意志・創造性を培う． 





















































































表 2-3 80年代の教科体育の教育実践に関する指導案の例示のまとめ 
 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【第 2 章】 
 
 76 




































展開することは困難であったと考える．   
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数の 70％から 80％であり，選択必修は 20％から 30％であると規定している．また，87
大綱（小）では，小学校の必修の運動領域の授業数は総授業数の約 70％を占め，選択必









注 9）学校体育雑誌・学校教育雑誌における指導案の例示の出所は表 2-4 に示す． 
 







テーマ 著者 誌名/著書名 
巻号・ 
ページ数 
1980 教案範例 譚芙蓉 遼寧体育科技 1（5）：38-40 
1981 小学体育課教案一例 張坤徳 広東教育 
12（1）：29-
30 
1982 介紹一堂室内体育課的教案 卓韜 体育教学与訓練 5（1）：15-16 
1983 教案示例 張有仁ほか 遼寧体育科技 4（7）：23-78 
1984 複式体育課教案一例 周民 江蘇教育(小学版) 30（9）：44 
1984 一堂中学体育教法研究課 李勇民 上海体育学院学報 8（2）：81-84 
1985 小学 1 年級体育課教案 韓化南 学校体育 5（1）：42-43 
1985 教案選登：初中 2 年級男生体育課教案 王寿生 学校体育 5（4）：30-32 
1985 小学 1 年級体育課教案 王仲生 学校体育 5（3）：28-29 
1985 初中 2 年級体育課教案 李華豊 学校体育 5（6）：31 
1986 小学 6 年級体育課教案 劉善武 学校体育 6（2）：31 
1986  小学 5 年級体育課教案 王燕玲 体育教学与訓練 9（1）：42-43 
1986 小学 2 年級室内体育課教案 黄美珠 体育教学与訓練 9（1）：44-45 
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年 10 月 27 日）． 
趙宏偉（2017）反米反ソの革命外交（1964-1969 年）．益尾知佐子・青山瑠妙・三船恵美・
趙宏偉編 中国外交史．東京大学出版会：東京，pp.61-85. 
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第 1 節 1990 年代の社会背景および教育動向 
 
第 1 項 外交関係の悪化および緩和 
90 年代の教科体育における人間形成の発展に関して，90 年代の社会背景との関連を明
らかにする必要がある．また，予備的考察として，90 年代に大きな影響をもたらした 80
























































また，1991 年 8 月に中央政府は小・中学校で近代史・現代史および国家的情勢について
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第 2 節 1990 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程 











第 1 項 92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成・改訂過程の第 1 段階 
 第 1 段階は，主に 92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の作成の過程に着目する．92
大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の作成は，国家教育委員会が主催し，他教科のナショ
ナルカリキュラムの作成と同時に行われていた．また，中国の 9 年義務教育の学年制度は，
小学校 6 年間，初等中学校 3 年間の学年制度（以下「6・3 学制」と略す）だけではなく，
一部地域には，小学校 5 年間，初等中学校 4 年間の学年制度（以下「5・4 学制」と略す）
も存在していた．この 2 つの学年制度が存在したため，国家教育委員会は，人教社に 6・

















次に，92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の編集グループのメンバー（表 3-1）であ







表 3-1 92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の編集グループのメンバー 
 
氏名 所属  
 
氏名 所属 
1 王占春 人民教育出版社 8 韓化南 北京大学付属小学校・教師 
2 王徳深 人民教育出版社 9 黄麗文 東北師範大学付属中学校・教師 
3 耿培新 人民教育出版社 10 呉慶茂 北京市通県教育局 
4 陳珂琦 人民教育出版社 11 王世偉 北京師範大学・講師 
5 羅映清 北京体育学院・准教授 12 譚世和 北京師範大学・講師 
6 劉清黎 東北師範大学・准教授 13 蔡寅宝 北京師範大学・講師 





















の後，92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の最終版が定められ，国家教育委員会から
公開された（課程教材研究所編，2012；王，2009）． 




第 2 項 92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成・改訂過程の第 2 段階 
国家教育委員会から公布された 92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿は，中国の一部
の地域の学校で検証していた． 
検証の方案に関して，王（1989）によれば，1989 年から 1991 年までの 2 年間で 6～7
つの省（少数民族自治区，直轄市も含む）の都市部の学校，農村部の学校および少数民族




第 3 項 92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成・改訂過程の第 3 段階 
 王（1992）によれば，最後の第 3 段階では上述の一連の検証を通して， 92 大綱（小）・
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第 3 節 1990 年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の内容 




するために，92 大綱（小）・92 大綱（中）を，80 年代の教科体育のナショナルカリキュ
ラム，87 大綱（小）・87 大綱（中）と比較しながら検討を加えていく． 
  





















































る内容を抽出し，下記の表 3-2 および表 3-3 に示した． 
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表 3-3 92 大綱（中）の各運動領域における「思想品徳」の目標領域の内容 
 
（『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教材研究所編，2001） より作成） 
 





















































































































は 87 大綱（小）・87 大綱（中）と同様に，両方とも提示されていない． 
以上の比較検討を通して，92 大綱（小）・92 大綱（中）では，「共産主義的道徳」の人間
形成が強化された一方で，「市民性教育」の人間形成の内容も増設されたといえる．しかし






表 3-4 92 大綱（小）・92 大綱（中）と 87 大綱（小）・87 大綱（中）の内容の比較 
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とめたものを表 3-5に示した.  
まず，考察対象における教育実践の目標を考察する．教育実践の目標では，体力発達の
目標，技能把握の目標が中心とされていた． 
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表 3-5 90 年代の教科体育の教育実践に関する指導方法の提案・指導案の例示のまとめ 
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の，「共産主義的道徳」の人間形成に関する目標を中心に用いられていた指導方法は，50
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第 1 項 「和楽教育」の誕生 
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第 3 章 注釈 










注 4）考察対象の指導方法の提案・指導案の例示の出所は表 3-6 に示した． 
 
表 3-6 90 年代の教科体育の教育実践に関する指導方法の提案・指導案の例示の出所 
刊行
年度 
テーマ 著者 誌名/著書名 
巻号・ページ
数 
1992 小小場地也能進行体育教学 李松章・呂江波 体育師友 
15（5）：63-
64 
1993 創設情境教学育人 4 例 李曉方 体育教学 
10（1）：12-
13 
1994 小学 2 年級体育課教案 李正玉 黒龍江教育 23（3）：36 
1994 初中 1 年級体育課教案 劉麗英 体育師友 
17（1）：20-
21 
1994 小学 2 年級体育課教案選 張士傑 教与学（小学版） 1（4）：47-48 
1994 初中 1 年級体育課教案 王肇敏 体育師友 
17（1）：19-
20 
1994 耐久跑的教学方法 劉継邦 体育師友 17（2）：12 
1994 「跳竿」遊戯 劉金元 中国学校体育 14（2）：41 
1995 「特快列車」 袁兵宝 中国学校体育 15（2）：59 
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1997 小学 3，4 年級武術教材鑽研 陳剣雲 中国学校体育 
17（1）：29-
30 
1998 小学 1 年級体育課教学設計（跳躍） 梁玉玲 体育教学 
16（3）：46-
47 
1998 中学籃球課的組織与教学 童建平 体育科技（南寧） 
19（4）：74-
75 
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中国教育報（1987）1 月 17 日付． 
中国教育報（1989a）5 月 18 日付． 
中国教育報（1989b）6 月 6 日付． 
中国共産党中央委員会・国務院（1993）中国教育改革和発展綱要．人民教育，37（4）：4-
11． 
中国『八段錦』編集執筆グループ編：ベースボール・マガジン社 監訳（1982）八段錦 : 中
国秘伝の体力増強法．ベースボール・マガジン社：東京． 
























































第 3 章 資料 
顔玲（1997）分析体育教学中的「和楽」内蘊．山東省曲阜市実験小学編，和楽教育理論与
実践：第 5 輯 論文選編・常識芸体．曲阜市実験小学内部資料．山東，pp．118-123． 
山東省曲阜市実験小学編（1997）和楽教育理論与実践：第 1 輯 基本理論．曲阜市実験小
学内部資料．山東． 
「和楽教育」実験研究課題組（1997）和楽教育実験研究方案．山東省曲阜市実験小学編，
和楽教育理論与実践：第 1 輯 基本理論．曲阜市実験小学内部資料．山東，pp．1-13． 
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 まず，予備的考察として 2000 年以降だけではなく，90 年代末も含めて，中国の社会背
景および教育動向について整理し（第 1 節），次に，2000 年以降に用いられていた 2 つ
のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程を明らかにする（第 2 節）．そして，この 2
つのナショナルカリキュラムにおいて，人間形成がどのように扱われているのかを明らか
にし（第 3 節），最後に，2000 年以降の教科体育の教育実践では人間形成はどのような
実状であったのかを明らかにする（第 4 節）． 
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第 1 節 2000 年以降の社会背景および教育動向 
 







そして，総書記の江沢民（以下「江」と略す）は，1997 年 9 月に北京で開催された第 15 回



































第 2 項 グローバル化による教育改革 
本項では，2000 年以降の中国の教育動向を確認する．また，予備的に，90 年代末の教育
動向も含めて確認していく． 
上述した中共 15 大において江が提起した，21 世紀に科学技術を巡って，激しくなる国際
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第 2 節 2000 年以降の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程 
 本節では，2000 年以降に公布された教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過
程を明らかにする．2000 年以降に公布された教科体育のナショナルカリキュラムは，まず
2000 年に公布された「9 年義務教育全日制：小学体育与健康教学大綱」（以下「00 大綱（小）」
と略す），「9 年義務教育全日制初級中学：体育与健康教学大綱」（以下「00 大綱（中）」と略
す）である．もう 1 つは 2011 年に公布された現行の「義務教育：体育与健康教課程標準」
注 2）（以下「11 課程標準」と略す）である． 
 
第 1 項 00 大綱（小）・00 大綱（中）の作成・改訂過程 




















究者，指導主事，現場の豊かな教職経験を持つ教師の 40 名で構成された．また，00 大綱







康」という名詞を加えた要因は 3 つあるとされている． 
1 つ目は，上述した「素質教育」の国策の影響によって，教科体育に対して「健康第一」








選択必修運動領域および自由選択運動領域の割合が増加した．こうして，2000 年 12 月に，
教育部は 00 大綱（小）・00 大綱（中）を公布するに至った（課程教材研究所編，2010）． 
 以上の 00 大綱（小）・00 大綱（中）の作成・改訂過程の検討を通して，00 大綱（小）・
00 大綱（中）の作成・改訂は，中央政府の主導のもとで人教社が実行し，国際動向を捉え，
「素質教育」の国策における「健康第一」の理念が趣旨として位置づけられていたといえる．





第 2 項 「11 課程標準」の作成・改訂過程 
2011 年に，教育部は「11 課程標準」を公布した．「11 課程標準」が公布されるまで，そ
の作成および改訂過程は，主に 3 つの段階に分けられる． 
 
1）第 1 段階（2000 年-2001 年）「11 課程標準（実験稿）」の作成 
まず，「11 課程標準（実験稿）」の作成について検討する．「11 課程標準（実験稿）」は，




する必要があったために作成された，「11 課程標準」の初版である注 4）． 
体育（与健康）課程標準研制組編（2002）によれば，「11 課程標準（実験稿）」の作成以













バーの構成に関して，表 4-1 にまとめた． 
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第 3 節 2000 年以降の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の内容 
 第 3 節では，人間形成の視点で，00 大綱（小）・00 大綱（中）および「11 課程標準」の
目標・運動領域・指導方法の内容を分析する．そして，内容の検討により，この 3 つのナシ
ョナルカリキュラムにおいて，人間形成がどのように取り扱われていたのかについて検討
する．さらに，00 大綱（小）・00 大綱（中）および「11 課程標準」の内容と，92 大綱（小）・
92 大綱（中）の内容を比較することを通して，00 大綱（小）・00 大綱（中）および「11 課
程標準」における人間形成がどのように変化したのかについて明らかにする． 
 












「思想品徳」・心理的健康の 3 つ領域が示されていた．00 大綱（小）の下位目標領域の内
容は，以下のように示されている． 







  ・身体を鍛えるメリットを理解させる． 






  3．学習者の思想品徳の教育を行い，健全な心理的資質を養成する． 
  ・愛国主義，社会主義，集団的栄誉感の教育を行う． 







  「1．全面的に身体を鍛え，学習者の心身の調和的な発展を促進する． 
  ・健康な身体を培い，身体の正常的発達，体力の発達を促進する． 
・生理的機能を増強させ，自然・社会環境への適応能力，病気への抵抗力を増進させる． 
  ・心身の健康的な発展を促進し，挫折に耐えられる能力を増進させる． 
  2. 学習者に体育・保健の基礎知識，基本的技能，基本的な身体を鍛える方法を把握さ
せる． 
  ・体育および保健の目的・役割を理解させる． 





  3．思想品徳教育を行い，健康な心理的資質を養成する． 













（2001）によれば，00 大綱（小）・00 大綱（中）は，小・中学校の 6・3 学年制度および
5・4 学年制度の両方に適応できるように作られていた．また，00 大綱（小）の運動領域は，
必修，選択必修（1 学年に，1-2 運動領域を選択する），自由選択の 3 つが設定されていた．
必修の運動領域には，基礎運動（第 1 学年，第 2 学年のみ），遊戯，陸上（第 3-6 学年），体


















ては，92 大綱（小）において 50m 走，400m 走，1,500m 走，4×50m 走，40m 障害物競走
が設定されており，00 大綱（小）において 1,500m 走がなくなっていた．中学校 3 年の跳
運動に関しては，92 大綱（中）において，高跳びおよび幅跳びの跳び方が 7 種類に規定さ
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れていたが，92 大綱（中）において高跳びおよび幅跳びの跳び方は 2 種類だけに限定され
ている． 
 次に，00 大綱（小）・00 大綱（中）の各学年段階，各運動領域における「思想品徳教育」
および，「心理的資質」に関する目標を抽出し整理する．具体的な内容を表 4-2，表 4-3 に
示した． 
 
表 4-2 00 大綱（小）の各学年段階，各運動領域における              
「思想品徳教育」・「心理的資質」の目標 
 




























































































【第 4 章】 
 
 126 
表 4-3 00 大綱（中）の各学年段階，各運動領域における 
「思想品徳教育」・「心理的資質」の目標 
 





 以上のように，00 大綱（小）・00 大綱（中）における人間形成に関する内容を従来の大














































































































そして，00 大綱（小）・00 大綱（中）における人間形成の目標の内容は，92 大綱（小）・













第 2 項 「11 課程標準」における人間形成の内容 
 本項では，「11 課程標準」における人間形成に関する取り扱い状況について検討する．さ
らに「11 課程標準」の内容と，2001 年に公布した「11 課程標準」の初稿である「11 課程







































への適応」の目標領域に提示される運動項目の具体例については，表 4-6 に示した． 
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そこで，以下では 2001 年に公開された「11 課程標準（実験稿）」と，2008 年に公開され
た「11 課程標準（修訂稿）」，2011 年に公布された「11 課程標準」の 3 つの比較を通して，
上述した問題点が生じた要因を検討していく． 
 まず，表 4-7 に示されている総括目標について確認すると，「11 課程標準」における人間
形成に関する目標は，初版の「11 課程標準（実験稿）」と同様に，「心理的健康」，「人間関
係の構築」，「協力態度」，「向上心」，「楽観的態度」のままであった．しかし，「11 課程標準」

























































下位目標の内容は「11 課程標準」と同様であるため，ここでは，表 4-8 に示した「11 課程
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第 4 節 2000 年以降の教科体育の教育実践における人間形成 
本節では，2000 年以降の教科体育の教育実践のトレンドを代表する指導案の例示を分析
し，まとめていく．さらに，「11 課程標準」が公布された 2011 年を境界線として，2011 年
以前の指導案の例示と 2011 年以降の指導案の例示を比較していく． 
 
第 1 項 2000 年-2011 年の教科体育の教育実践における人間形成 
 本項では，主に 2000 年から 2011 年までの期間に，学校体育雑誌や学校教育雑誌に公開
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表 4-9 2000 年-2011 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示のまとめ 
 
（注 8 における「表 4-11 2000 年-2011 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示の出所」より作
成） 
 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 2 項 2012 年-2018 年の教科体育の教育実践における人間形成 
 本項では，主に 2012 年から現在までの学校体育雑誌に公開された中で，体育教師によっ
て作成された教科体育の指導案 20 部を分析の対象とする注 9）．そして，これらの 20 部の指
導案の詳細を表 4-10 に示した.  
まず，各指導案の設定された目標を分析する．各指導案には，体力発達の目標，技能把握
の目標が明示され，学習者の創造力の養成の目標，成功体験の目標が多くの指導案に示され
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表 4-10 2012 年-2018 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示のまとめ 
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おり，2000 年から 2011 年までの期間における教科体育の指導案の例示と同様の傾向がみ
られる．また，練習方法の創造，多様の運動環境を模擬する遊戯の方法の提示は減少してお
り，規律の強調だけではなく，ルールの遵守が多くの指導案に提示されていた．そして，班
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3）2000 年以降の教科体育の教育実践に関して検討した結果，まず，2000 年から 2011 年
までの期間の教科体育の教育実践では，学習者の運動技能の把握，体力の発達の目標，運
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注 2）2011 年に公布された『義務教育：体育与健康教課程標準』は，小学校と中学校は 4 つ
の学習段階に分けられた（教育部，2012）． 
 
注 3）WHO による「健康」（Health）の定義は，WHO の第 48 版の「Basic document」の  
文献によれば，身体的（Physical,），精神的（Mental），社会的(Social)の 3 つ領域で構成
される（World Health Organization，2014）． 
 











注 6）毛は 2002 年から北京師範大学の体育運動学部に着任し，体育運動学部の初代の学部
長に就任した（孫・弓，2008）． 
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注 8）考察対象の指導案の例示の出所は表 4-11 に示す． 
 
表 4-11 2000 年-2011 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示の出所 
刊 行
年度 テーマ 著者 誌名 
巻号・ 
ページ数 
2002 1 年級体育実践課教案 彭昕 中国学校体育 22（6）：70-71 
2002 3 年級体育課教案 王海霞 中国学校体育 22（6）：68-69 
2002 6 年級体育与健康実践課 郭峰 中国学校体育 22（6）：71-72 
2003 1 年級体育課「勤労的小動物」教案 宗方磊 中国学校体育 23（5）：76-77 
2003 「球類活動」教学設計 李璽清 黑龍江教育 1（7）31-32 
2003 小学 3 年級体育課教学設計 廬鋒 体育師友 26（5）：47-50 
2003 快楽的草地遊戯－小学 1 年級体育課的教学設計 王海霞 体育師友 26（2）：44-45 
2004 小学 1 年級体育技巧課教学設計 常桂湘 中国学校体育 24（1）：71-72 
2005 小学 2 年級体育“攀爬”課教案 陳志飛 中国学校体育 25（6）：63 
2005 初中 2 年級新授「足球頭頂球」教学設計方案 程智 中国学校体育 25（5）：68 
2005 小学 2 年級「模倣動物爬行」課教学設計 洪芝江 中国学校体育 25（5）：70 
2006 「池塘里的遊戯」教学設計 高乃華 体育教学 23（3）：32-33 
2007 大紙箱在支撑跳躍中的運用－4 年級体育課教案 楊菊紅 中国学校体育 27（7）：83-85 
2007 鯉魚跳龍門—小学体育課教学設計 穆可輝 体育教学 24（5）：39 
2007 「障碍跑」教学設計 崔建利 体育教学 24（2）：32-33 
2008 「玩球」教学設計 許戦光 体育教学 25（8）：136 
2009 2 年級模倣動物跳教案 王興発・蘇軍 体育教学 26（2）：35 
2009 7 年級前滾飜教学設計 張唐森 体育教学 26（4）：31-32 
2010 7 年級体育教案 劉紅軍 才智 17（6）：195 
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注 9）考察対象の指導案の例示の出所は表 4-12 に示す． 
 
表 4-12 2012 年-2018 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示の出所 
刊 行
年度 テーマ 著者 誌名 
巻号・ 
ページ数 
2012 呼号運球教学設計（水平 1） 陳岳祥 体育教学 29（8）：40 
2012 水平 2「五歩拳」（第 1 課時）教案 易承宗 中国学校体育 32（12）：71 
2012 水平 3 投擲砂包（背弓技術的学習）教学設計 張戈ほか 体育教学 29（9）：47-48 
2012 水平 4 耐久跑教学設計 張海平 体育教学 29（11）：67 
2012 籃球体前変向換手運球 李鋒 体育教学 29（8）：35-36 
2012 水平 4 正面双手擲実心球教学設計 曹肖雄 体育教学 29（9）：50-51 
2015 水平 2 軟式壘球 湯文宗 体育教学 32（8）：53-54 
2016 水平 2（3 年級）「後滾飜成跪撑」教案 李定琛 中国学校体育 36（5）：32-34 
2016 水平 2（4 年級）「障碍跑－跨越障碍」教案 王蔚 中国学校体育 36（2）：31-32 
2016 水平 2（3 年級）「小足球－脚内側射門」教案 李涛 中国学校体育 36（6）46-47 
2016 水平 3（5 年級）「耐力跑」教案 呉葉青 中国学校体育 36（1）：38-39 
2016 水平 4(7 年級)「技巧:遠撑前滾翻」教案 王漢軍 中国学校体育 37（5）：35-37 
2016 水平 4（9 年級）「双節棍——前反弾」教案 孫躍東 中国学校体育 37（7）：42-44 
2017 水平 1（2 年級）「投擲-抛投与抛接胶圏」教案 王東 中国学校体育 37（8）：45-48 
2017 「快楽小籃球」第 2 課時（水平 1） 趙娟 体育教学 34（10）：43 
2017 水平 1 快速跑教学設計 陳紅 体育教学 34（11）：53-54 
2017 小学籃球体前変向換手運球教学設計（水平 3） 邵進南・蔣美傑 体育教学 34（8）：40-41 
2017 水平 3（5 年級）「跨越式跳高」教案 何涛 中国学校体育 37（2）：34-36 
2018 水平 1 武術類教材的室内教学 鄭金坤 中国学校体育 38（4）：83-84 
2018 水平 3 跨越式跳高教学設計 高鵬・鄭金国 体育教学 35（5）：67-69 
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う実態を明らかにした．したがって，「図 序-2 本研究の時期区分・全体的仮説」を，表 結


















表 結-1 教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成に関する下位目標の 
「徳目」一覧† 
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